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計算機の普及や AV 家電機器のデジタル化によりビデオネットワークの構築が容易に
なってきている。これらの間を接続し広域でビデオ会議や遠隔教育を行おうとした場合に
は、低遅延、広帯域で、QoS保証のできる広域ネットワーク技術である ATMを用いるの
が適している。しかしながら、現在 ATMは主に通信事業や LANやWANのバックボー
ンで用いられており、これを用いて接続を行うためには特別な知識が必要となる。
そこで本研究では、ATMを用いたビデオネットワークにデバイスを接続した際に、ユー

ザが計算機や通信システムに関する特別な知識を持たなくても利用できるようなプラグ
アンドプレイ機構を提案する。
ATMを用いて構築したビデオネットワークにプラグアンドプレイ機構を追加するため

には、自動アドレス設定、自動サービス発見、自動サービス接続の手順が必要である。
本研究では、カメラやビデオなどの入出力機器、ATMネットワーク、ビデオストリー

ムと ATMとの変換を行う機器 (ターミナルシステム)で構成されるビデオネットワーク
を対象とする。
はじめに、ATMビデオネットワークを構築するためにアドレスを自動設定する必要が

ある。サービスを自動接続するためには、ATMビデオネットワークに接続する ATM機
器の ATMアドレスを自動設定する必要がある。また、機器間で制御データを送信するた
めに使用する Classical IP over ATMの IPアドレス、ATMアドレスと IPアドレスの変
換を行う ATMARP サーバのアドレスも自動で設定する必要がある。さらに、サービス
の自動発見、自動接続を行うために Classical IP over ATM上で IPマルチキャストを用
いるため、MARSのアドレスも知る必要がある。
ATMアドレスについては ILMIを用いて ATMスイッチと ATM機器の間で自動で決

定し、ATMARPサーバやMARSなどのサービスを提供しているサーバの ATMアドレ
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スについては、Address Resolution Serverを用いて ATM機器にアドレスを設定する。ま
た、IPアドレスについては、LINKLOCALアドレスと呼ばれるローカルアドレスを使用
する。
本研究では、前に述べたシステム構成のなかのターミナルシステムに自動サービス発

見、自動サービス接続の機能を構築する。
サービスの自動接続を行うために、サービス発見のためのプロトコルである SLP(Service

Location Protocol)を用いる。SLPはサービス発見を行う UA(User Agent)、サービスの
位置や機能を広告する SA(Service Agent)、サービス情報を集める DA(Directory Agent)

の 3つのエージェントによって動作する。
ビデオネットワークに出力状態にある機器が接続されると、ターミナルシステムの UA

と SA間でやり取りをし、その時点で入力状態にある機器を発見し、目的のターミナルシ
ステムまで ATMコネクションを確立してストリームが送受信される。このため、このビ
デオネットワークでは、接続する順番によって接続構成が変わる。
操作端末が存在しないビデオネットワークに操作端末が接続されると、ターミナルシス

テム内のUAがビデオネットワーク内で無効になる。操作端末で送受信する機器を選ぶと
操作端末のUAは、目的のターミナルシステムにサービス要求を行い、ターミナルシステ
ム間で ATMコネクションを確立してストリームが送受信される。
これらの機構を適応したビデオネットワークでは、機器をビデオネットワークに接続す

るとストリームが自動で送受信される。
今後は、ビデオネットワークの拡張を考え、プラグアンドプレイ機構に認証、管理の分

散化などの機能を持たせることが必要となる。
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